



On Framework of Factors Related to the Origin of Social Work： 












































































































































万　　［　胃 社会事業によるp総黙． 経済保護事業の成長都市に定住する 社会政策の代替 社会政策
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一一 ~貧施策の軽視 ／　／　／　／　／　ノ　／_　＼ 防貧策の必要・社会問題化
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事務の体系化
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タイプ別要因 池田説 吉田説 池本説
思想的要因 ◎ ◎ ◎
組織的要因 一 ◎ 『
対策上の要因 ◎ ◎ ◎
対象上の要因 △ ◎ ◎
救貧体制上の要因 一 ◎ △
行政的要因 ◎ o ◎
社会政策との関係上の要因 ◎ ◎ 一
外在的要因 ◎ ◎ ◎
（注）◎：社会事業成立の直接の要因として論じている事項。あるいは、要因を
説明する事項として取り上げられている事項。
0：触れているが、他のタイプ別要因に分類されているもの。
△：触れてはいるが主ではない事項。
思想的要因
組織的要因
外在的要因 対策上の要因 社会事業の成立
対象上の要因
救貧体制上の要因
行政的要因 社会政策との関係上の要因
図4 社会事業史研究における社会事業成立の説明に関する分析枠組みモデル
社会政策との関係上の要因としては、池田説と　　じさせた背景がある。社会事業の成立について
吉田説では経済保護事業等の防貧的役割を持つ社　　は、その成立の要因となる直接に影響を与えた出
会事業が社会政策の代替的な機能をもっていたこ　　来事があり、また成立要因となる出来事が生じた
とを述べている。　　　　　　　　　　　　　　背景的要因がある。これらを区別して考えると、
先の8つの要因のうち、（1）思想的要因、（2）
5－2　三者の社会事業成立要因の検討課題　　　組織的要因、（3）対策上の要因、（4）対象上の
前節において、タイプ別要因を示した。これに　　要因、（5）救貧体制上の要因、（6）行政的要因
より、これまでの社会事業史では（1）思想的要　　の6つは、社会事業の成立に直接影響を与えたも
因、（2）組織的要因、（3）対策上の要因、　　の、（8）外在的要因は成立要因の生じた背景と
（4）対象上の要因、（5）救貧体制上の要因、　　なる。（7）社会政策との関係上の要因について
（6）行政的要因、（7）社会政策との関係上の　　は、他の事柄である社会政策との比較によって浮
要因、（8）外在的要因という8つの要因から論　　き彫りになる社会事業の特徴や機能をみているこ
じられていることが明らかになった。これらの8　　とになる。つまり、社会事業の成立といったとき
つの要因の関連性を更に検討してみよう。　　　　　の、社会事業といえる特徴や機能をもっているこ
一般的にある歴史的な事象の説明には、その事　　とを説明する項目である。8つの要因を分類する
象に直接影響を与えた出来事と、その出来事を生　　と図4のように整理できる。
一47一
172 長野大学紀要 第28巻第2号　2006
思想的要因
組織的要因 社会事業の成立
対策上の要因外在的要因
対象上の要因 社会政策との関係上の要因
救貧体制上の要因
行政的要因 昌　噛　■　■　■　■　■　■　幽　幽　■　幽　一　■　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　日　騨　口　■■　騨 内在的変化の要因
（…・・〉：関連するが、直接的な影響ではない。）
図5　社会事業史研究における社会事業成立の説明に関する分析枠組みの修正モデル
「はじめに」で述べたように、吉田による研究　　因の影響を受けずに実践そのものが変化すること
方法論の中の社会事業の構成要素の4つについて　　である。社会事業の成立を見る場合に、
は、池田説、池本説においても分析の視点となっ　　と呼ばれる以前の実践に関わっていた人々がその
ているが、本研究においては8つの視点があるご　　活動をどのように認識していたのか、そして社会
とが分かり、吉田のいう4つの視点以外のものも　　事業と呼ばれるようになるのは、関わる人々の認
加えられていることが分かる。つまり、吉田によ　　識がどのように変化したのかをみることで分析は
る社会事業の4つの構成要素を更に深化させる分　　可能となる。
析を行っているのである。　　　　　　　　　　　　このような新たな視点は、「はじめに」
では、このような従来の研究の分析枠組みには　　吉田による研究方法の（4）思想にあてはまる。
ない、社会事業成立の要因の説明のあり方の可能　　吉田によると、この思想の中には「動機・目的・
性を検討してみよう。社会事業は吉田説の定義を　　世界観・エートス等」を含んでいる棚。
借りて説明すると生活不安に対する解決を目的と　　「実践に関わる人々の実践に対する認識」
する実践である。この実践は、実際に実践を行う　　加えることができる。このように実践による認識
人、実践の基底となる思想や理念を検討する人、　　の変化の可能性を分析するためには、先の図4を
実践活動の計画や運営を行う人によって成り立っ　　図5のように修正することによって明らかにする
ている。そして、社会事業とよばれる特徴を有し　　ことができると考えられる。
ている事業は、その特徴をもっていない実践で　　　内在的変化の要因は、広い意味では先にも述べ
あった時代から行われてきた活動であり、その活　　たように思想研究ではあるが、ここで主に扱われ
動にいろいろな方法で関わってきた人々が、継続　　るのは認識の変化の側面である。動機・目的・世
的に取り組んできたからこそ成立したものであ　　界観・エートスの変化が、外在的要因によるもの
る。そのため、この取り組みはいろいろなレベル　　でなく独自に変化することを考慮に入れることが
でその実践に関わる人々の思考や活動に対する認　　できる。
識によって、その方向性はさまざまに変容してい　　　このような認識の変化は、近代日本の社会事業
くことになろう。　　　　　　　　　　　　　　史を考える上で必要である。なぜなら、
つまり、社会事業と呼ばれる前から行われてき　　して外在的な要因のみではなく、近代組織の成立
た実践が、ある時期から社会事業と呼ばれるよう　　の発展の中で内在的な認識の果たした役割は大き
になるのは、実践に関わる人々の思考や認識の変　　いと考えられるからである。
容によって、実践が内在的に変化したからと捉え
ることができる。内在的な変化とは、外在的な要
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野口友紀子　　社会事業の成立要因の分析枠組み　　　　　　　　　　　　　173
17）吉田、前掲書pp．60－61
6．おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）吉田、前掲書pp．78－79
本稿では、従来の社会事業史の中での「社会事　　19）吉田・前掲書PP・82－86
業の成立」がどのような分析枠組みによって論じ　　20）吉田・前掲書PP・88｝92
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）吉田、前掲書p．79られているのかを整理し、そこでの検討課題を提
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22）吉田、前掲書p．8示した。特に、共通点に着目し抽出を試み、三者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）池本美和子『日本における社会事業の形成一内務
の社会事業成立の要因の説明事項をモデル化し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政と連帯思想をめぐって一』1999年　p．27
た。今回は、特に従来の社会事業成立期の見方を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24）池本、前掲書p．23
覆す論を展開している池本説も含めて分析枠組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25）池本、前掲書p．39
を検討している点で新しいものとなっている。　　　26）池本、前掲書P．44
三者の比較分析によって明らかになったこと　　27）池本、前掲書P．72－75
は、吉田は社会事業史研究の第一人者であり、そ　　28）池本、前掲書P．212
の研究方法論も提示しているが、池田説、池本説　　29）池本、前掲書pp．174－175
では、吉田による研究方法をふまえた上で、さら　　30）池本、前掲書P203
に深化させた視点によって分析されていることで　　31）池本・前掲書P・7
ある。また、三者の分析枠組みに加えて「実践に　　32）例えば・池田説を見てみると「天皇制的慈恵にも
関わる人々の実践に対する認識」という視点を提　　　とつく救貧政策の存続」という1920年代にみる社会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業の展開の特徴があげられている。この時期は経示するによって、社会事業の分析枠組みに新たな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済保護事業を中心とした施設数の増加がみられ、こｪ析要素を加えて発展させることができたと考え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを「先進的な防貧論的傾向の展開」と捉えるのに
られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対し、一般救護の不十分さを「旧態依然たる天皇制
的慈恵にもとつく救貧政策の存続」と捉え、この矛
注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盾こそがこの時期の特徴である、という文脈の中で
1）吉田久一「現代社会事業史研究』川島書店・1990　　　使用されている（池田、前掲書P．537）。「天皇制的
年　P．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈恵」とは、内務省が民間社会事業団体に支給する
2）池田敬正『日本社会福祉史』法律文化社・1986年　　　奨励助成金の支給日が紀元節であることから、「社会
P・469　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業関係者をも天皇制的イデオロギーの下に編成す
3）池田、前掲書PP・473－474　　　　　　　　　　　　　る方向」であり、また宮内省の助成金についても同
4）池田、前掲書P・480　　　　　　　　　　　　　　　　　様に紀元節が支給日であり、恩賜金として交付され
5）池田、前掲書P・448　　　　　　　　　　　　　　　　　たことから「政府の民間社会事業団体助成によって
6）池田、前掲書P・501　　　　　　　　　　　　　　　天皇の慈恵を拡大しようとするもの」であるとして
7）池田・前掲書P・510　　　　　　　　　　　　　　　いる（池田、前掲書PP．527－529）。このような論じ
8）池田、前掲書P・537　　　　　　　　　　　　　　　方は、池田説の独自性のひとつであろう。また、吉
9）池田、前掲書P・550　　　　　　　　　　　　　　　　田説の「慈善事業の社会事業化」は、池田説におい
10）池田、前掲書P・581　　　　　　　　　　　　　　　　ても「慈善事業の組織化」や「慈善事業の社会化」
11）池田・前掲書P・594　　　　　　　　　　　　　　　という言葉で使用されているが、池田説ではそれら
12）吉田、前掲書P・19　　　　　　　　　　　　　　　　がケースワーク論の形成に影響し、そしてそれは社
13）吉田、前掲書P・19－20　　　　　　　　　　　　　　　会事業思想の形成に繋がっていく。共通する説明項
14）吉田、前掲書P・23　　　　　　　　　　　　　　　目が論者によって異なる事象を説明するものとして
15）吉田、前掲書P・23　　　　　　　　　　　　　　　　使用されているのである。
16）吉田・前掲書PP・25－26　　　　　　　　　　　　　33）（吉田、前掲書P．1）
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